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１月２３日（木）、各専門委員会の委 【生活委員会】委 員 長：金 凜太郎

員長及び副委員長、そして応援団の任 副委員長：田村 彩華

命式が行われました。 【文化委員会】委 員 長：加藤 凜夢

星川生徒会長から任命証が手渡され、 副委員長：笠井 琉誠

責任と同時に、これから頑張る意欲が 【衛生委員会】委 員 長：大塚 柊叶

湧いた様子が伝わってきました。その 副委員長：後藤 彩乃

後、専門委員会でも引き継ぎが行われ、 【ＪＲＣ委員会】委 員 長：飯坂 陽橙

本格的に３年生から２年生へバトンタ 副委員長：清水 愛

ッチされました。また、応援団には１
【応援団】

年生も加わり、応援団の構成が決まり
団長：堀井康世

ました。メンバーと委員長・団長の抱
団員：藤田碧空、飯坂泰大、武田煌也

負を紹介します。
（↓委員長等）

加藤凜夢、田村彩華、竹嶋胡々葵

三浦竜翔、大和徠陽、塚本菜々美

中川花穗、堀内 心

（↓応援団員）

校訓：共に羽ばたく
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檜山こども冬まつり ﾊﾟｰﾄ16
１月１９日（日）、檜山崇徳館敷地内

において、檜山まちづくり協議会主催の

檜山こども冬まつりが開かれました。今

年は雪が少なく、旧崇徳小学校から軽ト

ラックで雪を運んで開催にこぎ着けたそ

うです。

そり競技やみかん拾い、かるた大会な

どに、中学生がボランティアとして協力

しました。会場等でお手伝いをした中学

生は下記の通りです。

【１年生：６名】

鈴木和真、武田響心、塚本菜々美、中川

花穂、堀内心、若狭美優

【２年生：８名】

飯坂陽橙、鵜木登渉、笠井琉誠、清水愛

武田璃路、金凜太郎、船山蒼生、星川大

翔

１月２４日（金）、中学校を地域住民の避難所として開設する要請を受け、市役所

職員が来るまでに、職員と生徒で避難所を開設するという想定で訓練を行いました。

１、２年生は、体育館玄関横の備蓄庫等から様々な物品を体育館に出して設置した

後、受付の仕方や非常食・飲料水の配付などを訓練しました。３年生は、避難者と

して役割演技をして、避難する側の立場を経験しました。最後には、能代市防災危

機管理室職員の指導の下、段ボールベット・間仕切りの組み立てやトイレテント設

営などの体験をすることができました。

職員、生徒ともに、いざという時に、とても役立つ貴重な経験となりました。


